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「
大
田
市
中
学
校
拡
大
生
徒
会
」
が
議
場
で
開
催
さ
れ
、
生
徒
会
役
員
や
教
育
委
員
、

市
議
会
議
員
な
ど
が
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。（
関
連
記
事
８
ペ
ー
ジ
）
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施政方針を表明する市長
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新
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
私

の
所
信
を
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
市
に
お
け
る
人
口
減
少
は
加
速
し
つ
つ

あ
り
、
昨
年
３
月
、
人
口
は
３
２
，
０
０
０

人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
10
年
前
ま
で
約

２
４
０
人
で
推
移
し
て
い
た
出
生
数
が
、
令

和
６
年
に
１
３
６
人
に
減
少
し
た
こ
と
に
加

え
、
転
出
の
超
過
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
問
題
は
、
地
域
経
済
や
地
域
活

力
の
低
下
を
招
き
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
深
く

影
響
を
与
え
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
ほ
か
、
産

業
、
健
康
、
福
祉
、
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
構
造
が
大
き
く
変
わ
る
た
め
、
常
に

状
況
を
注
視
し
、
市
政
運
営
の
方
向
性
を
見

極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
で
は
「
総
合
的
な
人
口
減
少
対
策
事

業
」
に
お
い
て
、
関
係
機
関
や
子
育
て
世
代

の
方
々
で
構
成
す
る
調
査
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
よ
り
効
果
的
な
施
策
の
構
築
に
つ
い

て
議
論
・
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
若
年
層

の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
を
主
眼
に
据
え
、

産
業
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
、
結
婚
支
援
、

子
育
て
施
策
の
拡
充
や
教
育
環
境
の
充
実
な

ど
、
各
施
策
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
総
合

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
都
市
部
か
ら
の
人
の
流
れ
を

創
り
出
し
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
を
拡
大

す
る
取
り
組
み
の
検
討
に
併
せ
、
官
民
が
連

携
し
て
空
き
家
を
活
用
す
る
な
ど
、
人
口
流

入
の
受
け
皿
と
な
る
住
居
対
策
の
構
築
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
対
策
は
、
本
市
に
関
係
さ
れ
る

す
べ
て
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
と
も
に

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　「
出
雲
・
湖
陵
道
路
」、「
湖
陵
・
多
伎
道

路
」
が
開
通
し
た
山
陰
道
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
命
の
道
」
と
し
て
緊
急
時
の
移
動
時

間
の
短
縮
や
、
安
全
性
の
向
上
な
ど
、
幅
広

い
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
市
内
事
業
者
を

取
り
巻
く
環
境
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
、
観
光
や
産
業
面
に
お
け
る
人
流

や
物
流
の
活
発
化
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
開
通
を
契
機
に
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
本
市
に
来
訪
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
再
編
・
統
合
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
６
年
度
に
見
直
し
た
「
学
校
の

あ
り
方
に
関
す
る
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
４
月
に
統
合
す
る
五
十
猛
小
学

校
・
静
間
小
学
校
・
鳥
井
小
学
校
に
つ
き
ま

し
て
は
、
統
合
先
と
な
る
静
間
小
学
校
の
施

設
整
備
や
通
学
手
段
の
確
保
な
ど
、
必
要
な

準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
第
三
中
学
校
の

閉
校
、
朝
波
小
学
校
の
久
手
小
学
校
へ
の
統

　２月26日から３月18日にかけて、令
和７年第２回大田市議会定例会が開催
されました。
　初日の冒頭で、楫野弘和市長が施政
方針を表明。こちらでは一部を抜粋し、
紹介します。

　こどもから高齢者まで、年齢、性別、職業、国籍などを
問わず、さまざまな人が一緒に楽しく夢を語り合いながら
アイデアを創り、“おおだ”に関わるすべての人たちが、一
緒に汗をかきながら、ひとつずつ形にしていきます

基本姿勢方針　――将来像の実現に向けた基本的な姿勢

「共創」

「次の10年」に向けて、
　おおだの新たな一歩を踏み出す

令和７年度 施政方針
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合
、
三
瓶
地
域
の
小
・
中
学
校
の
近
隣
校
へ

の
統
合
な
ど
、
保
護
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
と

協
議
・
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
大
田
小
学
校
・
久
屋
小
学
校
・
川
合
小
学

校
の
統
合
に
伴
う
新
校
舎
建
設
に
つ
き
ま
し

て
も
、
令
和
11
年
４
月
の
開
校
に
向
け
、
実

施
設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
北
三
瓶
小
・
中
学
校
の
近
隣
校

へ
の
統
合
に
際
し
、
関
連
す
る
山
村
留
学
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
９
年
に
は
、「
石
見
銀
山
遺
跡
　
世

界
遺
産
登
録
20
周
年
」、「
石
見
銀
山
発
見

５
０
０
年
」
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。
令
和
６
年
度
は
、
関
係
機
関
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
各
部
会
を
中
心

に
検
討
・
準
備
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
石
見
銀
山
遺
跡
の
「
魅
力
化
」
と
「
持
続

化
」
を
基
本
方
針
に
据
え
、
魅
力
と
価
値
を

的
確
に
伝
え
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、
次
世

代
の
人
材
育
成
を
は
じ
め
と
し
た
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
友
好
館
協
定
を
締
結
し
た
台

湾
の
「
黄
金
博
物
館
」
の
皆
さ
ん
を
お
招
き

し
、
７
月
２
日
の
世
界
遺
産
登
録
記
念
日
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
官
民
が
一
体

と
な
り
、
市
全
体
が
盛
り
上
が
る
よ
う
機
運

の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

３
月
に
策
定
し
た
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
施

設
の
構
造
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、
機
能
な
ど
を
ま

と
め
、
基
本
設
計
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
隣
接
す
る
「
子
育
て
に
か
か
る
総
合
支
援

拠
点
施
設
」
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
分

散
し
て
い
た
支
援
機
能
の
集
約
お
よ
び
連
携

に
よ
り
、
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
を
図

り
、
き
め
細
や
か
な
子
育
て
支
援
の
実
現
に

向
け
、
実
施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
耐
震
性
の
向
上
に
よ
り
皆
さ
ん
の
命
を
守

る
拠
点
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、
交
流
の
場
と

し
て
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
整
備
に
か
か
る
財
源
の
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
年
度
か
ら
５
年
間
、
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
お
よ
び
職
員
の
給
与
を
減
額
す

る
ほ
か
、
各
種
補
助
事
業
や
有
利
な
条
件
の

起
債
な
ど
の
活
用
を
見
据
え
、
情
報
収
集
や

要
望
活
動
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
令
和
９
年
度
に
開
始
年
度
を

迎
え
る
「
第
３
次
大
田
市
総
合
計
画
」
の
策

定
作
業
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
施
策

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
こ
ど

も
や
若
者
を
含
め
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、「
次
の
10
年
」
に
向
け

た
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
に
旧
大
田
市
、
邇
摩
郡
温
泉
津

町
お
よ
び
仁
摩
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
本

市
は
、
10
月
に
合
併
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
準
備
委
員
会
を

中
心
に
記
念
式
典
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

※
　全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

基本方針　――将来像を実現するための施策の柱

第１の柱　産業づくり　　～多様で活力ある「産業」をつくる
　産業振興を市政発展の重要課題と位置づけ、積極的に取り組む

第２の柱　豊かな心づくり　　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
　豊かな自然や歴史・文化など、多くの地域資源に囲まれたふるさとに市民の皆さんが誇りと
　愛着を持てるよう、地域と連携し、学校教育・社会教育を推進する

第３の柱　暮らしづくり　　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
　多様化するニーズや課題にきめ細かく対応できるよう、安全・安心な暮らしづくりに努める

第４の柱　都市基盤づくり　　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
　道路、下水道などのインフラ整備や市民の安全・安心のための環境整備を推進する

第５の柱　自然・生活環境づくり　　～人と自然が共生した「自然・生活環境」をつくる
　多様で豊かな自然環境と市民の住みよい生活環境との共生を目指し、各種事業を推進する

第６の柱　持続可能なまちづくり　　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
　「共創」によるまちづくりを基本姿勢とし、あらゆる取り組みを積極的に推進する

大田市の将来像　――目標年（2026年）に目指すべきまちの姿

子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち “おおだ”
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一般会計　総額２５９億８千万円

一般会計　歳入

市税、地方交付税ともに増加
　自主財源の根幹をなす市税は、
定額減税の終了などに伴い、前年
度に比べ、２億376万円（5.5％）
増の38億8,486万円。
　依存財源の多くを占める地方交
付税（臨時財政対策債を含む）は、
地方公務員の給与改定などが考慮
され、前年度に比べ、４億5,566
万円（4.7％）増の100億9,204万円
となっています。

一般会計　歳出

特徴的な取り組み
　総合計画・総合戦略策定事業、
小学校統合事業、中学校統合事業、
世界遺産登録20周年・石見銀山発
見500年記念事業、隣保館新築整
備事業、学校給食費無償化事業、
保育所等副食費無償化事業などの
事業を計上しています。
　そのほか、結婚・出産・子育て
支援の充実、消防・防災力の強化、
協働・共創のまちづくりや大田市
立病院をはじめとする地域医療体
制の確保についても、継続して取
り組んでいきます。
　次ページで、新年度の主な事業
を紹介します。

問財政課（☎0854‐83‐8011）

令和７年度　当初予算

一般会計の当初予算の総額は、前年度に比べ
18億３千万円（7.6％）増の259億８千万円です

259億
８千万円

義務的
経費

46.3％

投資的
経費

12.4％

消費的
経費

27.8％

その他
の経費
13.5％

人件費
18.6％

扶助費
16.2％

公債費
11.5％ 普通建設

事業費
12.3％

物件費
15.4％

維持補修費
0.4％

補助費等
12.0％

積立金
1.6％

投資及び出資金
2.6％

貸付金
0.2％

予備費
0.1％

繰出金
9.0％

 災害復旧事業費
0.1％

市税
15.0％

分担金及び負担金
0.4％

使用料及び手数料
1.0％

財産収入
0.4％

寄附金
0.9％

繰入金
6.4％

諸収入
1.3％
地方譲与税

1.0％
配当割交付金

0.1％

法人事業税交付金
0.3％

地方消費税交付金
3.0％

環境性能割交付金
0.1％

地方特例
交付金
0.1％

地方交付税
（臨財債含む）

38.8％

国庫支出金
13.2％

市債
（臨財債除く）

9.3％
県支出金

8.6％

株式等譲渡所得
割交付金

0.1％

259億
８千万円

自主
財源

25.4％

依存
財源

74.6％
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『次の10年』に向けて
おおだの新たな一歩を踏み出すための予算

新年度の主な事業の内容
第２次大田市総合計画に掲げる「６つの柱」ごとに紹介します

①産業づくり
　～多様で活力ある「産業」をつくる
◇地域資源を活用した商品開発、県外への販路開拓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 738万円
◇「TWILIGHT EXPRESS 瑞風」の受入環境整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 100万円
◇有害鳥獣（イノシシ等）の被害対策　 1,495万円
◇農業生産基盤の整備・保全、生活環境の整備　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億2,695万円
◆林業・木材産業の省エネ機器導入支援　 400万円
◇新規に就業する自営漁業者への支援　　 600万円
◇企業誘致活動、市内工業団地の環境整備　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,340万円

②豊かな心づくり
　～ふるさとを愛する「豊かな心」をつくる
◇幼小中高における各種教育魅力化　　 2,130万円
◇小中学校におけるＩＣＴ教育の推進　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億1,682万円
◇小学校の統合に向けた環境整備　　 １億600万円
◇大田小学校新校舎の整備　　　　 １億7,274万円
◆中学校の統合に向けた準備　　　　　　 170万円
◆学校給食費の３か月間無償化　　　　 3,656万円
◇学校給食の原材料費高騰対策　　　　 2,051万円
◇石見銀山世界遺産登録20周年・石見銀山発見500 
　年に向けた取り組み　　　　　　　 　6,374万円
◆島根かみあり国スポ・全スポ開催に向けた準備　
                                        50万円

③暮らしづくり
　～だれもが住みよい「暮らし」をつくる
◇子ども医療費の助成　　　　　　　　 7,305万円
◆保育所等副食費の３か月間無償化　　　 432万円
◇保育施設給食の原材料費高騰対策　　　 540万円
◇子育てにかかる総合支援拠点施設の整備　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ２億4,729万円
◇不妊・不育症治療費の助成　　　　　　 449万円
◇地域医療の確保に向けた取り組み　　 1,308万円
◇地域における介護予防活動の支援　　 5,124万円
◇隣保館の移転新築整備　　　　　 ４億5,865万円

◆は新規事業

④都市基盤づくり
　～くらしや交流を支える「都市基盤」をつくる
◇大田市駅周辺地区の環境整備　　 ２億5,100万円
◇危険な空き家の除却、空き家の実態調査　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,651万円
◇市道の適切な維持管理、舗装修繕
　　　　　　　　　　　　　　　　 １億3,429万円
◆大田市駅前駐輪場の改修　　　　　　 1,900万円
◇消防車両等の更新整備　　　　　 １億5,331万円
◇市役所新庁舎の整備検討　　　　　　 9,370万円

⑤自然・生活環境づくり
　～人と自然が共生した
　　　　「自然・生活環境」をつくる
◇自然環境の保全、希少動植物の保護　　 930万円
◆省エネ家電（エアコン・冷蔵庫）の買い換え支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 410万円
◇再生可能エネルギーの導入促進　　　　 351万円

⑥持続可能なまちづくり
　～協働・共創により「持続可能なまち」をつくる
◆第３次大田市総合計画等の策定準備　 1,059万円
◇大田市合併20周年記念事業の開催　　 　700万円
◆官民連携による新しい人の流れづくり　 810万円
◆大田市公式LINEの機能拡張　　　　　　453万円
◆市役所新分庁舎へのサーバー機器等移転　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　3,000万円
◆市役所本庁舎等へのクラウド型電話機導入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3,020万円
◇大田葬斎場の長寿命化改修　　　 ２億6,840万円
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明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

　
市
で
は
地
域
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
高
校
生
を
島
根
大
学
医
学
部
や
石
見
高

等
看
護
学
院
に
推
薦
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
医
師
や

看
護
師
に
な
っ
た
か
た
、
在
学
中
の
学
生
を
紹
介
し
ま
す
。

　
医
療
は
想
像
以
上
に
幅
広
く
覚

え
る
こ
と
が
膨
大
な
た
め
大
変
で

す
が
、
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
同
級
生
と
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
で
知
見
の
広
が
り

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
入
学
当
初

は
医
学
科
の
同
級
生
に
知
り
合
い

が
お
ら
ず
不
安
で
し
た
が
、
講
義

で
の
グ
ル
ー
プ
活
動
や
部
活
動
の

お
か
げ
で
交
友
関
係
が
広
が
り
、

勉
強
は
も
ち
ろ
ん
私
生
活
も
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
医
療
に
貢
献
す
る
た
め

幅
広
い
領
域
で
診
療
で
き
る
総
合

診
療
の
力
を
持
つ
医
師
に
な
り
た

い
と
い
う
考
え
は
入
学
前
か
ら
変

わ
ら
ず
、
こ
の
１
年
間
で
診
療
科

の
幅
広
さ
と
同
時
に
奥
深
さ
を
知

り
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
た

い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん

で
、
将
来
大
田
市
に
還
元
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
地
元
を
離
れ
て
初
め
は
不
安
な

こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
新
し
い

友
人
に
も
恵
ま
れ
、
互
い
に
助
け

合
い
な
が
ら
楽
し
く
学
院
生
活
を

過
ご
せ
て
い
ま
す
。
看
護
の
勉
強

は
難
し
く
大
変
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
勉
強
し
た
ぶ
ん
看
護
師
に

近
づ
け
る
と
思
い
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　
私
の
目
標
は
、
患
者
さ
ん
の
価

値
観
を
尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
援
助
で
き
る
看
護
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
患
者
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
誰
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
人
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
２
年
生
に
な
る

と
実
習
が
始
ま
る
の
で
、
将
来
大

田
市
に
持
ち
帰
れ
る
技
術
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
気
持

ち
を
新
た
に
頑
張
り
ま
す
。
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

　
２
月
19
日
、
大
屋
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
照
沼
シ
ェ
フ
に
よ
る
地
元
食
材

を
活
用
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ

会
」
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
市
内

の
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
「
い
つ
で
も
活
用

で
き
る
地
元
食
材
の
調
理
方
法
」

を
披
露
す
る
こ
と
で
、
地
元
食
材

の
Ｐ
Ｒ
や
消
費
拡
大
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
日
航
東
京
や
ホ
テ
ル
一

畑
で
総
料
理
長
を
歴
任
し
た
照
沼

英
則
シ
ェ
フ
が
、
地
元
産
の
え
ご

ま
、カ
モ
ミ
ー
ル
、柚
子
、大
屋
の

筍
な
ど
の
地
元
で
採
れ
た
野
菜
を

活
用
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
し
、
５
品
を
調
理
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
ひ
と
り
は
「『
春
待

ち
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
』
の
名
の
と

お
り
、
見
た
目
も
春
ら
し
く
華
や

か
。
地
元
産
の
さ
ま
ざ
ま
な
食
材

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

問
農
林
水
産
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
８
３
）

三
谷 

拓
真
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た

佐
々
木 

里
乃
さ
ん
に

お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
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石
見
高
等
看
護
学
院
１
年

　
佐
々
木 

里
乃
さ
ん

島
根
大
学

医
学
部
医
学
科
１
年

　
三
谷 

拓
真
さ
ん

地
元
食
材
を
活
用
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
会
を
開
催

久
利
・
大
屋
地
区
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
推
進
協
議
会 

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

（
森
山
護
会
長
）

大
屋
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
安
藤
彰
浩
会
長
）

大
田
市
え
ご
ま
・
カ
モ
ミ
ー
ル
生
産
組
合
（
竹
下
正
幸
組
合
長
）

提
供
さ
れ
た

「
春
待
ち
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
」

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
を
楽
し
む

参
加
者
の
皆
さ
ん
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寄　附

ありがとうございます

２月３日
公益財団法人ごうぎん文化振興財団
　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　子どもたちの教育振興や、よりよ
い教育環境確保のために、ご寄附い
ただきました。
　いただいた寄附金は教育振興基金
として積み立て、活用します。
問教育部総務課（☎0854‐83‐8119）

１月30日
星出和子 様（温泉津町）

【教育の振興に活用】

【有料レジ袋収益金】
・株式会社ウシオ　グッディー大田店
・ＪＡしまね石見銀山地区本部　
　ＪＡグリーンおおだ　
・有限会社　小川商店
　　　　　　　　   （順不同・敬称略）
　大田市地球温暖化対策地域協議会
に対し、有料レジ袋収益金をご寄附
いただきました。
問大田市地球温暖化対策地域協議会
　事務局/環境政策課
　　　　　　  （☎0854‐83‐8071）　

【図書カード】
　仁摩図書館が「活発な活動を展開し
ている市町村立図書館」に選定され、
図書カードが贈呈されました。
　 問社会教育課（☎0854‐83‐8130）

インフラＤＸの実現に向けて連携協定

全国初！モービルマッピングシステムで

実証事業 問森づくり推進課（☎0854‐83‐8169）

　１月28日、市は株式会社テミクス・グリーン、株式会社セール
スフォース・ジャパン、株式会社マプリィと「インフラＤＸの実
現に向けた連携に関する協定」を締結しました。
　この協定は、高精度LiDARを搭載した車両が走行し、道路の
測量および点群データを取得するモービルマッピングシステムで

『市道、林道、農道などの状況把握』や『災害発生時の迅速な被
害状況把握』、『インフラ点群データの新たな活用方法の検討』な
どの実証事業をおこなうことを目的としています。
　市長は「本協定の締結により、市全体のインフラ管理のＤＸ化
まで発展していくものと期待する」とあいさつしました。

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

　
　
　 
市
長
の
日
記

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

　
　
　 

市
長
の
日
記

協
定
を
締
結
し
た
市
と
３
社
の

代
表
者

上
野
屋
蒲
鉾
店
の
土
江
元
生
工
場
長（
左
）

白ネギ活用第二弾

『もちモチ天 ねぎマシ』いかが

　２月17日、上野屋蒲鉾店が、大田市産の規格外の白ねぎを活用し
て「もちモチ天 ねぎマシ」を開発したことを市長に報告しました。
　令和５年に開発した「白ねぎ天」に続く白ねぎ活用第二弾とな
るこの商品は、タピオカ粉を使い、もちもちした食感に、白ねぎ
の風味と歯ごたえが特徴。生成ＡＩを活用し、短期間での開発に
至りました。
　上野屋蒲鉾店の土江元生工場長は「タピオカ粉を使ったもっち
りとした新食感の天ぷら。温め直すとさらにもっちりとする。ポ
ン酢、一味、マヨネーズなどの色んな調味料と相性が良いので、
自分好みの調味料で楽しんでほしい」と話しました。
　市長は「大田の白ねぎは本当に甘みが強く美味しい。かまぼこや
天ぷらはふるさとの味。これからもバリエーションを増やしてほ
しい」と話しました。＊白ねぎは収穫量により他産地も使用します。
　　　　　　　　　　　　 問上野屋蒲鉾店（☎0854‐84‐8121）
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２
月
14
日
、
市
内
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
伝
え
て
交
流
し
、
生
徒
同
士
が

互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
「
大
田
市
中

学
校
拡
大
生
徒
会
」
が
開
催
さ
れ
、
教
育
委
員
や

市
議
会
議
員
な
ど
が
参
加
し
、
意
見
交
換
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る
拡
大
生
徒
会
は
、
昨
年

度
か
ら
各
校
の
発
表
や
意
見
交
換
な
ど
の
様
子
を

通
し
て
、
現
代
の
生
徒
が
何
を
思
い
、
何
を
考
え

て
い
る
の
か
、
直
接
生
徒
か
ら
聞
き
、
意
見
交
換

を
お
こ
な
う
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
市
役
所
の

議
場
を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
は
生
徒
会
の
「
イ
チ
オ
シ
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
各
校
の
生
徒
会
役
員
ら
が
壇
上

で
フ
リ
ッ
プ
を
使
用
し
て
発
表
。
そ
の
後
、
教
育

委
員
や
市
議
会
議
員
な
ど
か
ら
の
質
問
に
答
え
た

り
、
他
校
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
た
い
と
、
活

発
な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
武
田
教
育
長
は
「
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
出
し

て
、
行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
な
豊
か
な
生
徒

会
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
会
役
員
の
ひ
と
り
は
「
新
し
い

視
点
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
も
ら
っ
た
の
で
、自
分
の

学
校
で
も
実
践
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

議場で中学校生徒会役員が意見交換議場で中学校生徒会役員が意見交換

８

２
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
大
田
市
青
年
協
議
会

の
皆
さ
ん
と
の
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
の
様
子

「市長と語る会」
申し込みはこちら

大
田
市
青
年
協
議
会

「
市
長
と
語
る
会
」
を
開
催

問
政
策
企
画
課

（
☎
０
８
５
４‐
83‐

８
０
０
６
）

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
明
る
く
元
気
な
「
お
お
だ
」
を

創
り
あ
げ
る
「
共
創
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
へ
出

向
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
対
話
す

る
「
市
長
と
語
る
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
２
月
10
日
、
市
役
所
で
大
田
市

青
年
協
議
会
と
の
「
市
長
と
語
る

会
」
が
開
催
さ
れ
『
駅
前
開
発
と

新
庁
舎
』『
人
口
減
少
、
移
住
促

進
』
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

が
お
こ
な
わ
れ
、
青
年
の
視
点
か

ら
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率
直

に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
普
段
は
聞
け

な
い
市
政
の
現
状
や
今
後
の
施
策

に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
」、「
市
長
が
私
た
ち
の
意
見

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
対
話
を
重

視
し
て
い
る
姿
勢
が
と
て
も
印
象

的
だ
っ
た
」、「
市
長
か
ら
『
市
が

作
り
準
備
す
る
基
盤
を
民
間
が
ど

う
活
用
し
て
、
よ
り
良
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
か
が
大
切
だ
』
と

い
う
話
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
の
問
題
解
決
に
向
け
て
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ

た
」
な
ど
と
声
が
あ
り
ま
し
た
。

大田市中学校拡大生徒会

問学校教育課／学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8124）

《市ホームページ》
拡大生徒会の報告

１　「イチオシの取り組み」を発表する第一中学校の生徒会役員
２　地域での取り組みを紹介する宮里陽子教育委員
３　議場では活発な意見交換がおこなわれました

３

２ １
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【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　
１
月
に
東
京
体
育
館
（
東
京
都
）
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
ジ
ャ
パ
ネ
ッ

ト
杯
春
の
高
校
バ
レ
ー
第
77
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選

手
権
大
会
」
に
、
島
根
県
立
安
来
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

で
市
内
中
学
校
出
身
の
４
人
が
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
入
り
し
た
こ
と

を
２
月
18
日
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
西
村
美
幸
さ
ん
は
「
毎
日
必
死
に
な
っ
て
練
習
し
て
き

た
成
果
を
、
春
高
バ
レ
ー
の
舞
台
で
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

【
吹
奏
楽
】

　
昨
年
10
月
に
宇
都
宮
市
文
化
会
館
（
宇
都
宮
市
）
で
お
こ
な
わ
れ

た
「
第
72
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
お
よ
び
11
月
に
大
阪
城

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
）
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
第
37
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
出
雲
北
陵
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
で
市
内
中
学

校
出
身
の
３
人
が
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
で
銅
賞
お
よ
び
銀
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
を
２
月
21
日
、
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
出
場
し
た
知
野
見
夏
生
さ
ん
は
「
全
国
の
舞
台
で
多
く
の
人
に
観

に
来
て
も
ら
え
て
幸
せ
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
２
月
９
日
、内
閣
府
が
主
催
す
る
国
際
交
流
事
業「
世
界
青
年
の
船
」の

参
加
青
年
が
、大
田
市
を
訪
れ
ま
し
た
。そ
の
う
ち
大
田
日
本
語
サ
ー
ク

ル
こ
だ
ま
が
開
催
す
る
多
文
化
共
生
交
流
会
に
、
日
本
を
含
め
南
米
や

ア
フ
リ
カ
な
ど
の
13
か
国
、23
人
が
参
加
し
、交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　「
世
界
青
年
の
船
」
事
業
と
は
、
世
界
各
地
の
青
年
が
集
い
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
文
化
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
異
文
化
対
応
力
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
力
な
ど
の
向
上
を
図
り
、
社
会
貢
献
が
で
き
る
次
世
代
グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
青
年
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
餅
つ
き
体
験
や
琴
と
フ
ル
ー
ト
の
演
奏
、
土
江
子
ど

も
神
楽
団
に
よ
る
神
楽
を
披
露
し
、
参
加
青
年
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
の
交
流
で
は
、
異
な
る
国
籍
の

人
々
が
、
ど
の
よ
う
に
お
互
い
の
文
化
的
な
違
い
を
認
め
合
い
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
、
と
も
に
生
活
し
て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
、
意
見

交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

詳しくは二次元コードを読み取り
市ホームページへ！
詳しくは二次元コードを読み取り
市ホームページへ！

９

左
か
ら
西
村
美
幸
さ
ん
、林
桜
子
さ
ん
、

市
長
、三
成
悠
華
さ
ん
、髙
木
真
子
さ
ん
左
か
ら
松
原
希
笑
さ
ん
、
知
野
見
夏
生

さ
ん
、
市
長
、
井
谷
朱
浬
さ
ん
、
竹
内

康
貴
顧
問

世界青年の船が大田市に！地域住民と交流し多文化共生を考える
「世界青年の船」約200人が島根初来県

まちの話題を紹介

１　石見神楽（大蛇）を鑑賞する参加青年
２　初めての餅つきに挑戦する参加青年
３　グループにわかれ、多分化共生について意見交換する様子
４　意見交換の成果を発表する参加青年

４ ２

３ １

全日本バレーボール高等学校選手権大会
全日本吹奏楽コンクール・全日本マーチングコンテスト

全国大会での健闘を報告
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令
和
７
年
１
月
15
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
全

７
会
場
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
延
べ
68
人

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
、
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
日
時
お
よ
び
参
加
者
数

　
下
の
表
の
と
お
り

事
業
内
容
の
説
明

　（
１
）
大
田
市
駅
前
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　（
２
）
大
田
市
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
の

　
　
　
　概
要
と
基
本
設
計
の
検
討
状
況
に

　
　
　
　つ
い
て

　（
３
）
お
お
だ
こ
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

　
　
　
　点
施
設
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

説
明
会
の
質
疑
と
回
答

　
説
明
会
の
質
疑
で
は
、
主
に
財
源
の
問
題
や
市

民
へ
の
将
来
的
な
負
担
に
関
す
る
こ
と
、
将
来
人

口
を
踏
ま
え
た
適
正
な
庁
舎
規
模
を
求
め
る
意
見

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
配
布
資
料
や
主
な
質
疑
へ
の
回
答
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
、
説
明
会
の
様
子
は
、
市
公
式

Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
大
田
市
駅
前
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
か
ら

東
側
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
地
元
の
皆
さ
ん
と
検
討
を
進

め
、
中
心
市
街
地
活
性
化
長
期
計
画
や
都
市
再
生
整
備
計
画

を
策
定
し
、
官
民
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
社
会
基
盤
整
備
と
し
て
、
整
備
の
核
と
な

る
大
田
市
駅
前
周
辺
東
側
土
地
区
画
整
理
事
業
の
ほ
か
、
大

田
市
駅
通
り
線
の
整
備
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

〇
大
田
市
駅
通
り
線
整
備
事
業
ほ
か

　
駅
通
り
に
つ
い
て
は
、
歩
道
幅
が
狭
い
う
え
に
路
面
状
況

も
悪
く
、
歩
き
に
く
い
こ
と
か
ら
、
快
適
な
歩
行
者
空
間
を

確
保
す
る
た
め
、
フ
ラ
ッ
ト
化
し
、
両
側
の
歩
行
者
空
間
を

２
．
５
ｍ
、
車
道
を
３
．
５
ｍ
と
し
ま
す
。
電
線
類
の
地
中

化
や
下
水
道
整
備
も
併
せ
て
お
こ
な
い
、
歩
車
共
存
の
空
間

整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
時
間
帯
に
よ
る
駅
方
面

へ
の
一
方
通
行
は
、
歩
行
者
な
ど
の
安
全
確
保
の
た
め
、
終

日
一
方
通
行
と
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
駅
通
り
線
の
北
側
に

あ
る
約
９
１
１
㎡
の
市
所
有
の
土
地
に
、
広
場
を
整
備
し
ま

す
。
現
在
、
こ
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
、
自
治
会
や
商
店
街

な
ど
と
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
駅
前
広
場
整
備
事
業

　
大
田
市
駅
前
の
広
場
は
、
現
在
、
県
道
が
通
過
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
を
、
駅
利
用
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
改
修
し
、
併
せ

て
、
駐
車
場
の
増
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〇
大
田
市
駅
前
周
辺
東
側
土
地
区
画
整
理
事
業

　
事
業
期
間
は
令
和
４
年
２
月
か
ら
令
和
11
年
３
月
ま
で
で

す
。
施
行
面
積
は
５
．
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
新
た
に
、
大
正

西
線
を
東
西
に
新
設
し
、
区
画
道
路
の
整
備
や
宅
地
な
ど
の

造
成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

大
田
市
役
所
新
庁
舎
・
子
育
て
拠
点
施
設
整
備
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た

大
田
市
駅
前
周
辺
整
備
　
状
況
　
２
０
２
５
年
２
月
１
日
時
点

※　現時点でのスケジュールであり、今後の工事の進捗状況によって変更する可能性があります。

●事業スケジュール

駅通り線ほか

土地区画整理事業

《市ホームページ》
新庁舎整備に関する

取り組み

《市公式 YouTube》
説明会の様子

日時（令和 7年） 場所

計

参加者数
1/15（水）
1/20（月）
1/21（火）
1/22（水）
1/23（木）
1/24（金）
1/25（土）

19:00-21:00
19:00-21:00
19:00-21:00
19:00-21:00
19:00-21:00
19:00-21:00
9:30-11:30

大田市民会館
久手まちづくりセンター
静間まちづくりセンター
水上まちづくりセンター
池田まちづくりセンター
温泉津まちづくりセンター
仁万まちづくりセンター

32 人
7 人
6 人
 4 人
 3 人
 5 人
11 人
68 人

問
都
市
計
画
課
・
土
地
区
画
整
理
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
８
・
83
‐
８
２
０
４
）

問
建
築
営
繕
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
０
）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

R3年度 R4年度 R5～R8年度 R9・10年度

道路等設計

都市計画決定ほか 換地・実施設計ほか 仮換地指定､建物等移転補償､工事実施ほか 換地処分､土地登記､清算ほか

道路等工事



　
限
ら
れ
た
敷
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

新
庁
舎
を
５
階
建
て
、
駐
車
場
を
３
階
建
て

の
立
体
駐
車
場
と
し
て
い
ま
す
。
来
庁
者
、

公
用
車
の
駐
車
台
数
は
現
庁
舎
並
み
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
入
口
側
の
道
路
の
高

さ
に
あ
わ
せ
、２
階
を
来
庁
者
駐
車
場
と
し
、

多
く
の
人
が
利
用
さ
れ
る
窓
口
部
署
を
２
階

に
配
置
す
る
こ
と
で
、
来
庁
者
が
窓
口
ま
で

段
差
な
く
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

１
階
に
は
、
ホ
ー
ル
や
待
合
な
ど
の
市
民
利

用
の
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
ま
す
。

　
現
在
、
必
要
機
能
や
規
模
の
絞
り
込
み
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
使

い
や
す
く
、
賑
わ
い
創
出
に
も
つ
な
が
る
庁

舎
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
簡

素
化
し
、
入
居
す
る
部
署
や
職
員
数
、
庁
内

で
の
保
管
が
必
要
な
書
類
、
物
品
量
の
絞
り

込
み
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
現
時
点
で
は
基

本
計
画
か
ら
約
１
，
２
０
０
㎡
、
15
％
程
度

の
面
積
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

建
築
費
の
高
騰
が
見
込
ま
れ
る
状
況
で
す

が
、
事
業
費
を
で
き
る
だ
け
抑
え
ら
れ
る
よ

う
、
努
め
て
い
き
ま
す
。
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大
田
市
新
庁
舎
整
備
　
検
討
状
況
　
２
０
２
５
年
２
月
１
日
時
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
整
備
に
あ
た
り
、「
大
田
市
公
共

施
設
適
正
化
計
画
」
に
示
さ
れ
る
公
共
施
設
の
適
正
化
に
関
す
る
基

本
方
針
に
基
づ
き
、
財
政
負
担
の
軽
減
や
、
こ
ど
も
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、
複
合
化
施
設

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
各
機
能
の
連
携
を
促
進
し
、
相
乗
効
果

に
よ
り
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

❶
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

　
幼
稚
園
的
機
能
と
保
育
所
的

　
機
能
の
両
方
の
機
能
を
持
つ

　
単
一
施
設

❷
基
幹
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
促

　
進
や
育
児
相
談
な
ど
を
担
う

❸
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世

　
帯
、
こ
ど
も
に
関
す
る
相
談

　
を
一
体
的
に
担
う

❹
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
健

　
康
診
査
な
ど
、
地
域
保
健
に

　
関
す
る
事
業
の
実
施

お
お
だ
子
育
て
に
か
か
る
総
合
支
援
拠
点
施
設
整
備

検
討
状
況
　
２
０
２
５
年
２
月
１
日
時
点

階
層
イ
メ
ー
ジ
（
図
１
）

施
設
整
備
の
考
え
方

基
本
理
念

求
め
ら
れ
る
機
能

コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
組
（
図
２
）

問
建
築
営
繕
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
１
０
）

《
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

施
設
整
備
基
本
計
画

●コスト削減に向けた取り組み（図２）

●事業スケジュール

●事業スケジュール

※　現時点でのスケジュールであり、今後の詳細検討によって変更する可能性があります。

※　現時点でのスケジュールであり、今後の詳細検討によって変更する可能性があります。

●階層イメージ（図１）

問
子
ど
も
保
育
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
６
）

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度以降

基本計画

R5年度

基本計画

R6年度

基本設計 供用開始

R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

実施設計 建築工事

事業者
選定 基本設計 事業者

選定 実施設計 供用開始建設工事

幼保連携型
認定こども園

幼保連携型認定こども園

子育て総合支援拠点施設

交流事業の実施
園庭活用

発達に不安のある児童の
発達支援における連携

発達に不安のある
児童の発達支援
における連携

要保護・要支援児童
の情報共有による
適切な支援の提供

ハイリスク妊婦等の
情報共有による
適切な支援の提供

基幹子育て
支援センター

保健センター こども
家庭センター

子育て支援センターで対応
の難しいケースについて、
こども家庭センターに繋ぎ
より専門的な支援に繋げる

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

み
ん
な
が
夢
を
抱
け
る
ま
ち

”お
お
だ
‶
を
め
ざ
す
拠
点
づ
く
り
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７月15日㈫

７月16日㈬

９月４日㈭

９月９日㈫

９月12日㈮

10日１日㈬

10月２日㈭

10日15日㈬

11月13日㈭

11月14日㈮

７月16日㈬

９月９日㈫

大田市民会館

大田市民会館

９:30～11:00
13:30～15:00

９:30～11:00
13:30～15:00

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

温泉津まちづくりセンター

仁摩保健センター

仁摩保健センター

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

〇対象者　　40歳以上（２年に１回）
〇料金　　　2,000円
〇検査内容　マンモグラフィ検査（２方向撮影）
〇予約　　　必要（広報６月号に掲載します）

〇対象者　　40歳以上（２年に１回）
〇料金　　　1,500円
〇検査内容　バリウム検査
〇予約　　　不要

13:30～15:30
17:00～19:00
９:30～11:30
13:30～15:30
９:30～11:30
13:30～15:30
17:00～19:00
９:30～11:30
13:30～15:30
９:30～11:30
13:30～15:30
９:30～11:30
13:30～15:00
17:00～19:00
９:30～11:30
13:30～15:30
９:30～11:30
13:30～15:30
13:30～15:30
17:00～19:00
９:30～11:30
13:30～15:30

13:30～15:00
17:00～18:30
９:30～11:00
13:30～15:00

―
13:30～15:00
17:00～18:30
９:30～11:00
13:30～15:00

―

―
13:00～14:30
17:00～18:30
９:30～11:00
13:30～15:00

―

13:30～15:00
17:00～18:30

―

－乳がん－

実施日 会　場
受付時間

実施日 受付時間 会　場 備　考

乳がん 子宮頸がん

〇対象者　　20歳以上
〇料金　　　1,500円　ＨＰＶ検査は別途1,500円
〇検査内容　問診、細胞診など
〇予約　　　不要

【無料になる人】 生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】 大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　受診時に自己負担軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い
合わせください。また、加入の医療保険が分かる書類（「資格情報のお知らせ」または「資格確認書」）をご持参ください。

－子宮頸がん－

令和７年度から地区巡回はおこないませ
ん。受診間隔は２年に１回のため、令和
６年度に胃がん検診(胃バリウム検査・
胃カメラ検査)を受けた人は対象外とな
ります。
※　地区の指定はありません。

医療機関での検診は広報「健康ガイド」
または市ホームページをご覧ください。

市ホームページ
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大田
川合
大屋
久利
池田
志学
北三瓶
富山
朝山
波根
久手
鳥井
長久
静間
五十猛
大森
水上
祖式
大代
湯里
温泉津
井田
福波

宅野
大国
馬路

８月19日㈫・20日㈬・22日㈮
６月６日㈮
６月18日㈬
６月18日㈬
５月13日㈫
５月13日㈫
５月13日㈫
６月17日㈫
６月17日㈫
６月10日㈫

６月20日㈮・25日㈬
６月４日㈬
５月15日㈭
５月14日㈬
６月４日㈬
５月７日㈬
５月７日㈬
５月７日㈬
５月７日㈬
５月12日㈪
５月８日㈭
５月９日㈮

５月９日㈮・12日㈪

６月２日㈪・３日㈫

６月２日㈪
５月16日㈮
５月16日㈮

〇対象者　　肺がん：40歳以上
　　　　　　肺がん・結核：65歳以上　
〇料金　　　無料
〇検査内容　Ⅹ線検査
〇予約　　　不要
〇備考　　　詳細は個人通知をご確認ください

地区 実施日

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

大田

川合
大屋
久利
池田
志学
北三瓶
富山
朝山
波根
久手
鳥井
長久
静間
五十猛
大森
水上
祖式
大代
湯里
温泉津
井田
福波

宅野
大国
馬路

12月２日㈫
12月２日㈫
12月２日㈫
12月３日㈬
12月３日㈬
12月２日㈫
12月２日㈫
12月２日㈫
12月２日㈫
12月３日㈬
12月２日㈫
12月３日㈬
12月２日㈫
12月３日㈬
12月２日㈫
12月２日㈫
12月２日㈫
12月２日㈫
12月３日㈬
12月２日㈫
12月３日㈬
12月３日㈬

12月２日㈫
12月２日㈫
12月２日㈫

〇対象者　　40歳以上
〇料金　　　600円
〇検査内容　便潜血検査
〇予約　　　不要
〇備考　　　12月２日､３日は各まちづくりセンターで
　　　　　　容器を配布します
　　　　　　<受付時間> ９:00～11:00 13:00～16:00

地区 配布日

仁万
天河内

仁万
天河内

10月22日㈬
大田市民会館
９:00～11:30
13:30～15:30

13:30～15:00
17:00～18:30

健康増進課
９:00～17:00

11月4日㈫
　　 ～7日㈮

11月13日㈭
大田市民会館

10月２日㈭
仁摩保健センター
９:30～11:00 
13:30～15:00

12月２日㈫

１年間大切に保管してください
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こんにちは
保健師です

健康長寿「＋１」活動
プラスワン

　島根県と県内自治体が推進する健康づくり
活動。減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策な
ど、健康に関する取り組みを「なにか1つ」
加えることで、皆さんの健康意識を高め、生
活習慣の改善につなげます。

メディアの時間を減らそう！

今月の「＋１」
プラスワン

子どもの生活習慣
問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

　体や心の成長をより良く発達させるためには、規則正しい生活習慣が大切と
言われています。ぜひ、親子で生活習慣を振り返り、見直してみませんか？

規則正しい生活習慣を送るために大切なこと

・朝、太陽の光を浴びることで体や脳が活発に
　活動しやすくなります。

・朝ごはんを食べることで体温も上がり、
　集中力も高まります。

・テレビやゲームといったメディアの使用時間
　が長いと、小さい子どもほど発育・発達に影
　響を受けやすいです。
　具体的には言葉の遅れや視力低下、ネット依
　存などさまざまな悪影響があります。
・睡眠不足や生活リズムの乱れにならないよ
　う、家族と一緒にメディアの利用時間やルー
　ルについて決めましょう。

・就寝中に成長ホルモンが分泌され、脳や体の
　成長を助けます。
・睡眠時間が少ないとイライラしやすくなりま
　す。
・十分な睡眠時間を確保できるように、寝る時
　間を決めましょう
・少なくとも、寝る１時間前にはテレビやゲー
　ムなどの画面を見ないようにしましょう。強
　い光の刺激で眠りにつきにくくなります。

親子で生活習慣を見直してみましょう
　子どもの生活習慣の改善には、保護者の協力がとても大切です。親子で生活習慣を
見直し、未来の健康を守っていきましょう。

メディアメディアメディア

朝　食朝　食朝　食早起き早起き早起き

早　寝早　寝早　寝
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☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　受診時に自己負担軽減を希望の人は、証明できる書類が必要です。
必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。
また、加入の医療保険が分かる書類（「資格情報のお知らせ」または「資
格確認書」）をご持参ください。

健康ガイド４月

種　類 医療機関 対象者など

50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

予約サイト

合原医院、昭和医院、石田医院、福田医院、
木島医院、郷原医院

※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間
隔のため、令和６年度に胃がん検診（胃バ
リウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。

※　胃の治療中の人、胃薬などを内服中の
人は対象外となる場合があります。

胃がん
（胃カメラ）

検診
大田市

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ

15

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
医療機関種　類 対象者など

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頚部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

☆子宮頸がん
検診

大田市

出雲市

大田市 市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

４月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

「献血」
　　　ご協力ください

４月９日㈬
・９:30～12:30  大田市役所

育児教室
〔ぴよぴよ〕
（妊娠期）

授乳相談
ごくごく

９日㈬

13:00～16:15

９:00～10:30乳幼児相談 大田市役所　４階和室 身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

23日㈬ 身体計測、授乳相談 母子健康手帳・おむつ
バスタオル

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの

25日㈮ ９:30~10:30
受付９:15～

こども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

母子健康手帳妊娠中の人とその家族大田市役所　４階和室

40歳以上の女性
◎自己負担金　2,000円



問石見銀山課（☎0854‐83‐8132）
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石見銀山の発掘調査
その２

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中 央 図 書 館　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
臨時仁摩図書室　☎0854-88-2111　平日９:00～17:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～12:30､13:30～17:00

第24回
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石
見
銀
山
遺
跡
発
掘
調
査
委
員

会
の
初
代
委
員
長
、田
中

先
生
。

石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録

に
尽
力
さ
れ
た
石
見
銀
山
の
、
い

わ
ば
恩
人
で
す
。

　
名
実
と
も
に
遺
跡
発
掘
の
第
一

人
者
で
あ
っ
た
そ
の
先
生
を
「

（
た
く
）さ
ん
」と
呼
ぶ
ほ
ど
の
旧

知
の
仲
で
あ
っ
た
調
査
委
員
会
委

員
の
脇
田
晴
子
さ
ん
に
言
わ
せ
れ

ば
「
ま
る
で
ガ
キ
大
将
が
大
人
に

な
っ
た
よ
う
な
人
」
と
の
人
物

評
。
強
面
で
、
特
徴
の
あ
る
お
声

で
、
発
掘
現
地
に
来
ら
れ
る
た
び

に
遠
慮
な
く
指
導
さ
れ
る
の
で

す
。
謦
咳
に
接
す
る
と
は
、
ま
さ

に
こ
の
こ
と
。
調
査
担
当
者
は
常

に
緊
張
感
を
持
っ
て
調
査
に
あ

た
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。
調
査
担
当
者
が
発
掘
成
果
を

説
明
す
る
際
、
わ
ず
か
数
㎝
の
土

の
埋
ま
り
方
を
間
違
え
て
説
明
し

た
と
き
の
こ
と
。
腕
組
み
を
し
て

睨
む
よ
う
に
土
の
層
に
正
対
さ
れ

た

さ
ん
が
「
も
う
一
回
言
う
て

み
い
！
」
と
一
喝
。「
す
い
ま
せ

ん
、間
違
え
ま
し
た
。こ
う
な
っ
て

い
ま
す
」
と
返
す
と
「
そ
や
ろ
！
」

と

さ
ん
。

　
調
査
に
つ
い
て
は
一
切
の
妥
協

も
容
赦
も
な
い
徹
底
さ
で
し
た
。

な
に
せ
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で

も
事
例
の
ほ
と
ん
ど
な
い
４
０
０

年
も
前
の
鉱
山
遺
跡
で
あ
る
石
見

銀
山
。
そ
れ
を
解
明
す
る
に
は
、

調
査
担
当
者
が
自
分
で
掘
り
調
べ

自
分
で
精
一
杯
考
え
る
こ
と
で
し

か
な
い
の
で
す
。
本
人
以
外
の
誰

か
が
掘
っ
た
も
の
を
説
明
し
よ
う

も
の
な
ら
「
自
分
で
掘
っ
て
な
い

や
ろ
！
」
と
た
ち
ど
こ
ろ
に
見
抜

か
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
し
か

し
、
可
能
な
限
り
の
状
況
証
拠
を

集
め
て
、
と
こ
と
ん
考
え
て
考
え

ぬ
い
て
「
こ
れ
以
上
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
説
明
す
る
と
、
に

わ
か
に
柔
和
な
ご
表
情
で
「
そ
や

ろ
な
。
そ
ら
わ
か
ら
ん
」
と
労
わ

れ
る
の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
徹
底
的
に
調
査
精

度
を
求
め
ら
れ
た
の
は
、
石
見
銀

山
が
何
よ
り
も
重
要
な
遺
跡
で
あ

り
、
国
際
的
に
通
用
す
る
レ
ベ
ル

の
調
査
を
必
要
と
し
た
か
ら
に
他

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

け
い
が
い

琢

琢

琢琢

た  

な
か
み
が
く

「日常は数学に満ちている」　三谷　純／著
　　　　　　　　　　　山と溪谷社（仁摩図書館所蔵）

おすすめの本

　数学の時間に「こんな問題、何
の役に立つの？」と、つぶやきま
せんでしたか？ハートの形が関数
で表現でき、新幹線の座席の配列
やレターパックの形に理由がある
など、生活のあらゆる場面が数学
で説明できることを10代の頃に
知っていたら、世の中の見え方が
変わったかな～？

市ホームページ

「○○、始めましょう！」
　４月を迎え、新生活が始まる人や、新たに
何か始めたいと思っている人もいるのではな
いでしょうか。今回は何か始めたくなるよう
な本をご用意しています。

中
　央

◇展示テーマ

火 木 金日 月 水 土

⑥
⑬
⑳
㉗

７

14

21

28

１

８

15

22

29

⑤
⑫
⑲
㉖

４

11

18

25

３

10

17

24

２

９

16

23

30

■：２館共通　○：温泉津休館
仁摩図書館は４/１から臨時休館

４月の図書館お休みの日

◇４月の行事

おはなし会
ストーリーテリング

図書館

中 央

行　　事 日　　時
12日㈯・26日㈯
19日㈯

14:00～14:20
14:00～14:20

◇各図書館の展示内容はホームページで紹介しています。

仁摩図書館の臨時休館
と臨時仁摩図書室の開
設について

　４月１日㈫から５月31日㈯にかけて、空調設備改修工事のため、仁摩図書館
は休館となります。休館中は、大田市役所仁摩支所で臨時図書室を開設します。
　臨時図書室の詳細については、市ホームページなどでご確認ください。
◆臨時仁摩図書室の開館日：４月４日㈮から５月30日㈮の平日
　　　　　　　　　　　　　９時～17時（土・日・祝日は休み）
　ご利用の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解くださいますようお願
いします。
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皆
さ
ん
は
、
企
業
活
動
に
お
け

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
く

ら
い
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
、
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ

な
ど
、
企
業
活
動
に
お
い
て
発
生

す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が

社
会
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
権
問
題
へ
の
対
応

は
、
と
き
と
し
て
企
業
の
価
値
に

大
き
く
関
わ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
企
業
活
動
に
お
け
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

世
界
の
状
況

　
世
界
に
は
、
国
や
地
域
ご
と
に

数
多
く
の
人
権
課
題
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
規
模
の
企

業
は
「
人
権
感
覚
」
を
、
企
業
と

し
て
の
最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま

す
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権

　２
０
１
１
年
、
国
連
人
権
理
事

会
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す

る
指
導
原
則
」
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
お
よ

び
企
業
に
対
し
て
、
そ
の
規
模
・

業
種
・
所
在
地
・
所
有
者
・
組
織

構
造
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
権
の
保

障
・
尊
重
の
取
り
組
み
を
促
す
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス

　企
業
が
事
業
活
動
に
伴
う
人
権

侵
害
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
予
防

や
軽
減
の
た
め
に
対
処
す
る
こ
と

を
「
人
権
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、社
内
だ
け
で
は
な
く
、

関
連
会
社
な
ど
の
人
権
問
題
も
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企

業
と
し
て
は
、
次
の
こ
と
に
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

①
調
達

　
生
産
現
場
で
の
児
童
労
働
や
強

制
労
働
が
な
い
か
。

②
製
造
・
流
通

　
低
賃
金
や
劣
悪
な
労
働
環
境
、

外
国
人
労
働
者
・
非
正
規
労
働
者

へ
の
人
権
侵
害
は
な
い
か
。

③
販
売

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
長
時
間
労

働
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
働
き
に
く

い
環
境
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

企
業
の
宣
伝
・
広
告

　
企
業
に
と
っ
て
宣
伝
・
広
告
は

非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
宣

伝
・
広
告
ひ
と
つ
で
、
売
上
が
大

き
く
変
化
す
る
ほ
ど
の
影
響
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
企
業
の
宣
伝
・
広
告
は
人
権
に

配
慮
し
た
内
容
で
制
作
さ
れ
て
お

り
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
が
、
と

き
に
は
人
権
に
配
慮
し
て
い
な
い

と
し
て
社
会
問
題
と
な
り
、
不
買

運
動
ま
で
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
企
業
は
人
権
に

配
慮
し
た
宣
伝
・
広
告
を
制
作
す

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

国
連
人
権
理
事
会
「
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
」
作
業
部
会
が
示
し
た

日
本
に
お
け
る
リ
ス
ク
問
題

　国
連
人
権
理
事
会
「
ビ
ジ
ネ
ス

と
人
権
」
作
業
部
会
は
、
日
本
に

お
け
る
リ
ス
ク
問
題
に
つ
い
て
次

の
と
お
り
示
し
ま
し
た
。

①
女
性
の
人
権

②
性
的
少
数
者
の
人
権

③
障
が
い
者
の
人
権

④
先
住
民
族
の
人
権

⑤
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）

⑥
労
働
組
合

⑦
そ
の
他（
気
候
変
動
対
策
な
ど
）

日
本
の
状
況

　
日
本
の
経
済
団
体
の
総
合
組
織

（
経
団
連
）で
は
、企
業
が
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
を
け
ん
引
す
る

役
割
を
担
う
よ
う
、
２
０
１
７
年

に
「
企
業
行
動
憲
章
の
10
原
則
」

を
改
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
、
人
権
に
関
す
る
項
目
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

〇
人
権
の
尊
重
（
全
て
の
人
々
の

　
人
権
を
尊
重
す
る
経
営
を
お
こ

　
な
う
）

・
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
人
権
を

　
理
解
し
、
尊
重
す
る
。

・
人
権
を
尊
重
す
る
方
針
を
明
確

　
に
し
、事
業
活
動
に
反
映
す
る
。

・
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

　（
企
業
に
対
し
て
利
害
関
係
を

　
持
つ
人
）
と
連
携
し
、
人
権
侵

　
害
を
受
け
や
す
い
社
会
的
に
立

　
場
の
弱
い
人
の
自
立
支
援
を
通

　
じ
て
、
包
摂
的
な
社
会
づ
く
り

　
に
貢
献
す
る
。

〇
働
き
方
の
改
革
、
職
場
環
境
の

　
充
実

・
差
別
や
不
合
理
な
格
差
の
な
い

　
雇
用
管
理
お
よ
び
処
遇
を
推
進

　
す
る
。

今
後
の
企
業
活
動
に
お
け
る

人
権
問
題

　
今
後
、
企
業
活
動
に
お
け
る
人

権
問
題
は
、
さ
ら
に
重
視
さ
れ
て

い
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
皆

さ
ん
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

令
和
７
年
度
第
２
回
人
権
を
考
え

る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ
れ

あ
い
会
館
第
２
回
人
権
・
同
和
問

題
研
修
会

　
市
で
は
、
島
根
県
同
和
教
育
推

進
協
議
会
連
合
会
と
共
催
で
企
業

活
動
に
お
け
る
人
権
問
題
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
（
研
修
会
）
を

開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
５
月
15
日
㈭

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

▽
演
題

　
い
ま
改
め
て
人
権
を
考
え
て
み
る

　
〜
人
権
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
〜

▽
講
師

　
大
北
　
規
句
雄
さ
ん

　
大
阪
公
立
大
学 

非
常
勤
講
師

▽
参
加
費
　
無
料

▽
備
考
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

　
　
　
　
が
つ
き
ま
す

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

お
お
き
た
　
　 

き
　 

く
　 

お

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

17

きずな

企
業
活
動
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　人
権
問
題
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異
動
に
伴
う

健
康
保
険
の
手
続
き

固
定
資
産
の
縦
覧
は

６
月
２
日
ま
で

申 　
４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日
㈪

※
　
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
減

免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
　
普
通
自
動
車
は
、
西
部
県
民

セ
ン
タ
ー
県
央
事
務
所
（
あ
す
て

ら
す
内
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
９
５

７
６
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
問
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

【
退
職
す
る
】

　
職
場
を
退
職
し
た
際
、
健
康
保

険
は
次
の
３
つ
か
ら
選
び
、
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
現
在
の
職
場
の
健
康
保
険
に

　「
引
き
続
き
」
加
入
す
る
↓
ご

　
自
身
の
職
場

②
家
族
の
健
康
保
険
の
「
被
扶
養

　
者
」
に
な
る
↓
家
族
の
職
場

③
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

　
入
す
る
↓
本
庁
市
民
課
ま
た
は

　
各
支
所
市
民
生
活
課

―
―
に
お
い
て
手
続
き
が
必
要
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
加
入
す
る
健
康
保
険
ご
と
に
負

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手

　
帳
、
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

　
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
う
ち

　
１
点

※
　
対
象
と
な
る
等
級
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
減
免
を
受
け
る
車
の
自
動
車
検

　
査
証
（
車
検
証
）

　
電
子
化
さ
れ
た
自
動
車
検
査
証

　（
電
子
車
検
証
）
の
場
合
は
、

　「
自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
」

　
の
添
付
が
必
要
で
す
。

④
減
免
申
請
書

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

　
通
知
カ
ー
ド

※
　
令
和
６
年
度
に
減
免
を
受
け

た
人
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
郵
送
で
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
請
受
付
期
間

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和７年３月１日現在）

（　　）内は前月比

申

18

○人　口　31,339人　（△  58）
　・男　　15,107人　（△  29）
　・女　　16,232人　（△  29）
○世帯数　15,214世帯（△  25）
○出生数　　　10人
○死亡数　　　61人
○面　積　435.34㎢

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交

付
を
受
け
た
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

・
１
人
に
つ
き
１
台

・
所
有
者
は
原
則
、
障
が
い
者
な

　
ど
の
本
人
で
す
が
、
本
人
が
所

　
有
す
る
軽
自
動
車
が
な
い
場
合

　
に
限
り
、
生
計
を
一
に
す
る
人

　
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象

・
障
が
い
者
な
ど
を
「
常
時
介
護

　
す
る
人
」
が
運
転
す
る
場
合

　
は
、
障
が
い
者
な
ど
が
所
有
す

　
る
軽
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

　
に
限
る

担
す
る
保
険
料
が
異
な
り
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
試
算

　
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
０
８
５

　
４
‐
83
‐
８
０
２
２
）
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
市
外
に
進
学
す
る
】

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
進
学
の
た
め
市
外
に
転

出
す
る
場
合
は
、
特
例
に
よ
り
引

き
続
き
大
田
市
の
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
在
学
証
明
書
か
学
生
証
の
写
し

を
持
参
し
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
国
保
の
資
格
が
卒
業

予
定
の
日
ま
で
継
続
し
ま
す
。

　
当
初
の
卒
業
予
定
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　「
縦
覧
」
制
度
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
が
所
有
す
る
資
産
の
評
価

が
適
正
で
あ
る
か
、
確
認
で
き
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

▽
固
定
資
産
の
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
㈫
〜
６
月
２
日
㈪

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　（
閉
庁
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
で
き
る
人

　
納
税
者
、
ま
た
は
納
税
者
か
ら

　
委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状
が

　
必
要
）

※
　
縦
覧
は
無
料
で
す
。

▽
縦
覧
を
お
断
り
す
る
場
合

・
所
有
者
を
特
定
し
た
縦
覧
「
○

　
○
さ
ん
の
土
地
の
価
格
を
知
り

　
た
い
」
な
ど

台
帳
閲
覧
は
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ

　
ご
自
身
の
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
「
閲
覧
」
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▽
閲
覧
で
き
る
人

①
納
税
義
務
者
本
人
、
ま
た
は
同

　
一
世
帯
員
（
委
任
状
は
不
要
）

②
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受
け

　
た
人
（
委
任
状
が
必
要
）

③
借
地
人
、
借
家
人
（
借
地
、
借

　
家
部
分
に
つ
い
て
の
み
閲
覧
可

　
能
。
借
地
、
借
家
の
事
実
が
わ

　
か
る
貸
借
契
約
書
な
ど
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
）

※
　
縦
覧
、
閲
覧
と
も
法
人
に
つ

い
て
は
、
代
表
者
が
お
こ
な
う
場

合
で
あ
っ
て
も
委
任
状
が
必
要
で

す
。

※
　
縦
覧
、
閲
覧
場
所
は
本
庁
税

務
課
の
ほ
か
、
各
支
所
市
民
生
活

課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
４
）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

減
免
申
請
は
６
月
２
日
ま
で
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こ
の
調
査
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
お

よ
び
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、

出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ

る
も
の
で
す
。
国
勢
調
査
が
お
こ

な
わ
れ
る
年
に
は
、
届
書
に
職
業

の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記

入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福

祉
の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

▽
調
査
対
象
　
出
生
・
死
亡
・
死

　
産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
届
出

　
を
出
さ
れ
る
人

※
　
届
出
を
す
る
本
庁
市
民
課
、

各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
に

「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離

婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方
に
お
願
い

（
職
業
・
産
業
例
示
表
）」
が
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
参
考
の
上
、

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
不
明
な

点
は
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
５
）

　
温
泉
津
総
合
体
育
館
の
屋
根
改

修
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
中
、

体
育
館
と
総
合
運
動
場
の
一
部
の

使
用
を
禁
止
す
る
予
定
で
す
。

（
日
程
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
）

▽
使
用
禁
止
期
間

　
５
月
30
日
㈮
か
ら
12
月
31
日
㈬
ま
で

問
都
市
計
画
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
８
）

　
４
月
１
日
か
ら
使
え
る
利
用
券

を
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

▽
対
象
者

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
所
持
者

　（
総
合
等
級
１
〜
２
級
）

②
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
所
持
者

　（
有
効
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

　（
等
級
問
わ
ず
）所
持
者（
有
効

　
期
限
内
の
も
の
に
限
る
）

▽
申
請
受
付
　
３
月
27
日
㈭
〜

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　
有
効
期
限
内
の
右
記
手
帳

※
　
複
数
の
手
帳
を
お
持
ち
の
人

は
、
該
当
す
る
手
帳
を
す
べ
て
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
注
意
事
項

・
交
付
枚
数
は
１
人
に
つ
き
１
年

　
間
で
24
枚（
１
枚
５
０
０
円
分
）

・
い
か
な
る
理
由
で
も
再
発
行
は

　
で
き
ま
せ
ん

・
運
賃
の
額
に
応
じ
て
乗
車
１
回

　
に
つ
き
２
枚
ま
で
使
用
可
能

・
申
請
の
代
行
は
で
き
ま
す
が
、

　「
申
請
に
必
要
な
も
の
」
を
す

　
べ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い

・
有
効
期
間
を
過
ぎ
た
利
用
券
は

　
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
の

　
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い

　
・
問
地
域
福
祉
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
２
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
１
１
１
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

第
１
回
試
験

▽
試
験
日
　
６
月
８
日
㈰

▽
受
付
期
間
　（
書
面
・
電
子
申

　
請
）
４
月
７
日
㈪
〜
21
日
㈪

▽
会
場
　
出
雲
・
大
田
・
益
田

第
２
回
試
験

▽
試
験
日
　
６
月
15
日
㈰

▽
受
付
期
間
　
第
１
回
に
同
じ

▽
会
場
　
松
江
・
浜
田
・
隠
岐

第
３
回
試
験

▽
試
験
日
　
10
月
26
日
㈰

▽
受
付
期
間
　（
書
面
・
電
子
申

　
請
）８
月
22
日
㈮
〜
９
月
５
日
㈮

▽
会
場
　
松
江
・
大
田
・
益
田

第
４
回
試
験

▽
試
験
日
　
11
月
２
日
㈰

▽
受
付
期
間
　
第
３
回
に
同
じ

▽
会
場
　
出
雲
・
浜
田
・
隠
岐

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
）
　

第
１
回
　
松
江
会
場

▽
実
施
日
　
５
月
12
日
㈪

▽
会
場
　
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

▽
定
員
　
36
人

第
２
回
　
江
津
会
場

▽
実
施
日
　
５
月
14
日
㈬

▽
会
場
　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン

　
タ
ー 

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ホ
ー
ル

▽
定
員
　
30
人

第
３
回
　
松
江
会
場

▽
実
施
日
　
９
月
17
日
㈬

▽
会
場
　
テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

▽
定
員
　
36
人

第
４
回
　
江
津
会
場

▽
実
施
日
　
９
月
26
日
㈮

▽
会
場
　
江
津
市
総
合
市
民
セ
ン

　
タ
ー 

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ホ
ー
ル

▽
定
員
　
30
人

※
　
受
講
申
請
、
払
込
期
限
は
講

習
会
の
１
週
間
前
ま
で
で
す
が
、定

員
に
な
り
次
第
、締
め
切
ら
れ
ま
す
。

※
　
受
験
願
書
と
受
講
申
請
書
は

最
寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

　
４
月
か
ら
す
べ
て
の
建
築
物
に

省
エ
ネ
基
準
適
合
が
義
務
付
け
ら

れ
る
た
め
、
省
エ
ネ
関
係
の
審
査

に
要
す
る
手
数
料
が
新
設
さ
れ
ま

す
。
７
月
か
ら
は
建
築
関
係
手
数

料
の
見
直
し
に
よ
り
、
確
認
申
請

手
数
料
な
ど
の
額
が
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
営
繕
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
５
）

　
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

協
会
が
お
こ
な
う
行
事
や
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る

情
報
を
発
信
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
大
田

総
合
体
育
館
内
）

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
４
０
８
）

ホーム
ページ

19

人
口
動
態
調
査
・
産
業
調
査

ご
協
力
く
だ
さ
い

温
泉
津
総
合
体
育
館
の

使
用
禁
止
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
・
乙
・
丙
種
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
発
行

建
築
関
係
手
数
料
を
変
更

大
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
！

申



▽
日
時
　
４
月
19
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
死
に
ゆ
く
妻
と
の
旅

　
路
」（
１
１
３
分
）

▽
内
容
　
末
期
が
ん
の
妻
と
ワ
ゴ

　
ン
車
で
日
本
全
国
を
９
か
月
間

　
旅
し
、
保
護
責
任
者
遺
棄
致
死

　
の
罪
状
で
逮
捕
さ
れ
た
男
性
が

　
つ
づ
っ
た
手
記
を
映
画
化
（
出

　
演
／
三
浦
友
和
、
石
田
ゆ
り
子

　
ほ
か
）

▽
入
場
料
　
無
料

※
　
今
後
の
感
染
症
流
行
状
況
に

よ
り
、
上
映
を
急
遽
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
18
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

　
管
理
者
監
督
者
の
法
的
責
務
や

指
導
お
よ
び
教
育
の
方
法
。
危
険

性
ま
た
は
有
害
性
な
ど
の
調
査
方

法
や
安
全
衛
生
責
任
者
の
職
務
な

ど▽
日
時
　
５
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭

　
　
　
　
９
時
〜
17
時
（
８
時
45

　
　
　
　
分
集
合
）

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
　
　
　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
３
０
０
０
円

▽
対
象
　
建
築
・
建
設
業
関
係
者

▽
定
員
　
20
人

▽
申
込
期
限
　
４
月
21
日
㈪

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

広報おおだ　Ｒ7（2025）3.27

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

申

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

催
　
　し

20

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

募
　
　集

申

まめネットカードを
　　　　　　お持ちですか？
◆まめネットとは……
　『まめネットカード』を持っている皆さんの医療
や介護の情報を島根県内のさまざまな機関で共有
するネットワークです。病院・診療所間のカルテ
情報の共有や、主に訪問系サービスを提供する事
業所間での情報共有をおこなっています。

◆ここがポイント
・カルテ情報を共有することで検査や投薬の重複
　を避けるなど、より正確な診断ができるように
　なります。
・救急搬送された場合にも病歴や服薬情報が確認
　できるため、迅速に適切な処置を受けることが
　できます。
・スムーズな情報共有により医療機関と訪問看
　護・介護事業所の連携を深め、質の高いサービ
　スにつなげます。

◆登録・利用料などは無料
　右のステッカーがある
医療機関でどなたでも登
録および利用ができます。
　この機会にぜひ加入し
ませんか？

問ＮＰＯ法人しまね医療情報ネットワーク協会
　　　　　　　　　　　 （☎0853‐22‐8058）

　マイナンバーカードの交付・申請・更新について、次
のとおり休日窓口の開設と平日の窓口延長をおこないま
す。事前に市民課への予約が必要です。

休日窓口（日曜日）８：30～12：00
　４月13日　　５月11日
平日窓口延長（月曜日）17：15～19：30
　４月21日　　５月19日　

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの交付・申請・更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
　　　　　　　 　　　・問市民課（☎0854‐83‐8067)

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を開設

①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館
②みんなの食堂
　　祖式ジム

子ども食堂 ４月の予定 子ども　無料
大人　①③300円②100円④200円

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）
④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

19日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088
19日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373

26日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

25日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

申
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不良空家の除却費
一部補助します

　建物に一定程度の破損があり、周辺に及ぼす
危険性が高い空家の除却費用を一部補助します。
▽対象者
　空家の所有者または相続人、もしくはその同
　意を得た土地の所有者
▽対象となる空家
・市内にあり、おおむね１年以上の使用実態が
　ない一戸建ての住宅または店舗併用住宅（自
　己の居住の用に供する部分の床面積が２分の
　１以上のものに限る。）
・登記事項証明書に所有者以外の権利が設定さ
　れていない住宅（同意がある場合を除く）
▽補助の条件
・事前に調査を申し出て、不良空家の確認（判
　定）を受けること
・不良空家の全部を除却する工事であること
▽補助金額
　補助経費の５分の４（上限50万円）
※　居住に用いられていない蔵や物置などの建
物や付属する塀や樹木などの除却に要する費用
は対象外です。
▽受付期限　４月１日㈫～６月13日㈮
▽補助件数　６件（予定）
※　先着順ではなく、審査により緊急度の高い
空家を補助します。
　　　　　  問建築営繕課（☎0854‐83‐8174）

大田市に地震体験車がやってきます！
～　地域で高めよう　防災力　～

　島根県が所有する地震体験車が４月の１か月間、大田市
に配置されます。
　ご希望の団体へ車両を派遣し、地震の「ゆれ」を体験す
ることができます。
　過去に発生した地震だけでなく、今後発生が予測されて
いる南海トラフ地震などの地震も体験できます。
　地震は、いつ、どこで発生するか分かりません。防災意識
を高めるきっかけとして体験されてはいかがでしょうか？
　運航は原則、平日となっています。土日をご希望の場合、
基本、大田消防署か西部消防署での体験となります。利用
には事前に申し込みが必要です。詳しくは消防本部予防課
へお問い合わせください。

　・問消防本部予防課（☎0854‐82‐0650）

令和７年度

ごみ指定袋掲載広告募集
　令和７年度に作成する「大田市ごみ指定袋」に
広告を掲載する事業者を募集します。掲載を希望
される場合は、申込書と広告案などを添えて、応
募してください。
　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　  問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

▽募集期間　４月１日㈫～４月18日㈮
▽広告掲載期間　広告掲載ごみ指定袋の完売まで
▽広告掲載位置　ごみ指定袋の外袋おもて面
▽広告原稿　広告主が作成
※　広告内容は「大田市広告掲載要綱」に基づき審査します。
※　大田市ごみ指定袋を販売している事業者は応募できま
せん。
※　申込多数の場合は抽選とします。
※　作成予定数は広告募集時点のものです。在庫状況によ
り増減することがあります。

55,000円

家庭用不燃ごみ

ごみ指定袋種類

家庭用燃やせるごみ
中

大

中

大

１枠

１枠

１枠

１枠

44,000円

募集枠 広告サイズ
（外袋サイズ）
縦７㌢×横12㌢

（縦30.5㌢×横26.0㌢）
縦６㌢×横10㌢

（縦26.0㌢×横23.5㌢）
縦７㌢×横12㌢

（縦30.5㌢×横26.0㌢）
縦６㌢×横10㌢

（縦26.0㌢×横23.5㌢）

広告掲載料
（税込）

作成予定数
（１袋10枚入り）

55,000円

44,000円

38,000袋

30,400袋

4,000袋

1,600袋

申
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補助率

特別
事業

一般
事業

通常できない規
模の事業（周年
事業、他団体と
の コ ラ ボ レ ー
ション事業など）

通常の団体活動
など

補助対象経費
の10/10　　

補助対象経費
の１/２以内

上限２万円/団体

上限20万円/団体
※　事業規模に 
より補助額決定

22

令和７年度　大田市文化団体育成事業等補助金

実施団体募集開始のお知らせ
　市では、芸術文化活動や団体育成などの活性化が期待できる事業に対し、
その経費の一部を補助します。

◇対象事業
　芸術文化活動への参加や鑑賞の機会をつくり、その活動の活性化を図る
ため、市民参加や人材育成などが期待できる持続可能な事業。

※　ただし、国・県または市が交付する他の補助金の対象となる事業およ
び学校の管轄下でおこなわれる事業は対象外。
◇補助対象者　　市内に活動拠点を有する芸術文化活動をおこなう団体
◇提出書類　　　事業計画書、収支予算書　など
◇募集期間　　　９月30日㈫まで　
　　　　　　　　※　予算に達し次第、終了となります。
・申請前にご相談ください。
・内容によっては、ヒアリングをおこなう場合があります。

　・問大田市民会館（☎0854‐82‐0938）

ハンセン病元患者のご家族へ
～対象となる方々に「補償金」を支給します。秘密は守られます。～

○秘密は守られますので、まずは、お電話でご相談ください。
○この補償金は、法に基づき、ハンセン病元患者家族の被った
　精神的苦痛を慰謝するためのものです。
○補償金：180万円または130万円　※一部同居等の要件あり
厚生労働省

補償金相談窓口 電話番号　０３-３５９５-２２６２
受付期間　10：00～16：00（月曜日から金曜日。土日祝日、年末年始を除く。）

請求期限は、令和１１年（２０２９年）１１月２１日まで

事業概要 補助対象経費 補助限度額区分

講師に対する
謝金・旅費、
消耗品費、印
刷製本費、会
場使用料など

相続登記の申請が義務化されました

　

ごみの持ち込み

４月不燃ごみの収集日

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
川合・久利地区
三瓶・山口（大田野城含む）

23
18
22
28
30
15
25
24
21
22
24

日日２
４
８
14
11
１
９
10
７
８
10

15日
３日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　６日・20日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

申
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11日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
５日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

４月の相談

23

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

８日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

24日㈭ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9844）
15日㈫　９時30分～11時 県央保健所

４日・11日・18日・
25日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
23日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

福祉職場相談会
23日㈬ 13時30分～15時30分
問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855‐24‐9340）

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分一般相談

就労相談
（要予約）

９日㈬　　
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
８日㈫　10時～15時
24日㈭  10時～15時

市役所４階大講堂

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

１日㈫　９時～15時 市役所３階第２会議室 小
申

期限内に納付をお願いします税・保険料

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　３月27日㈭、28日㈮、31日㈪　
　４月25日㈮、28日㈪、30日㈬

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
４日㈮　９時～12時

行政・人権合同相談

18日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
11日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）

納期限および口座振替日
国民健康保険料

後期高齢者医療保険料

３月31日
９期
９期

申
申

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）
18日㈮　13時~16時

人権相談
仁万まちづくりセンター

おおだふれあい会館
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◆ 司　会 ◆
近藤泰郎アナウンサー

【申込方法】NHKサイトの専用申込フォームからお申し込みください
【パソコン・スマートフォン】https://www.nhk.or.jp/matsue
【応募締切】令和7年4月22日（火）午後11時59分
　※応募多数の場合は抽選となります
　※入場整理券発送予定５月１日　落選の場合はメールでお知らせします

NHK公開番組収録

◆収録日時

◆会　　場　大田市民会館 大ホール

開場/17：00　開演/18：00　終演予定/19：40
※生放送ではありません

◆観覧申込　入場無料ですが、入場整理券が必要です

問総務部総務課（☎0854‐82‐1600㈹）・ ＮＨＫ松江放送局（☎0852‐32‐0700）

◆主　　催　大田市・ＮＨＫ松江放送局

　平成17年10月1日、旧大田市、旧温泉津町、旧仁摩町が合
併し、現在の大田市となってから今年で20周年を迎えます。
　節目の年を祝うとともに、大田市への誇りと愛着を深め、
希望ある未来につなげていくため、年間を通じてさまざまな
記念事業を開催します。
　皆さん、ふるってご参加ください。

　平成17年10月1日、旧大田市、旧温泉津町、旧仁摩町が合
併し、現在の大田市となってから今年で20周年を迎えます。
　節目の年を祝うとともに、大田市への誇りと愛着を深め、
希望ある未来につなげていくため、年間を通じてさまざまな
記念事業を開催します。
　皆さん、ふるってご参加ください。

大田市合併20周年記念事業大田市合併20周年記念事業大田市合併20周年記念事業大田市合併20周年記念事業

申込受付中！


